
近 畿 地 方 整 備 局第 ８ ７ 号
発行：企画部 技術調査課平 成 １ ３ 年 ３ 月あんぜんあんぜん

>地整管内に異常事態>２月の発生事故は26件
> >油断・不注意厳禁 ～年度末の安全管理体制の強化・徹底を

>平成12年度発生事故件数は現在102件
平成12年度の発生事故は２月では26件（速報値）

発生しており、過去最多となりました。

事故の種類としては、もらい事故が半数を占めて

おり、その内容は現道上の工事に伴う規制箇所に一

般車が運転操作を誤って進入・追突したケース等と

なっています。また公衆災害事故では、鉄道地下交

通箇所の天井部分を削岩機で打ち抜き、交通に支障

を来す重大な事故も発生しています。

～３件立て続け死亡事故発生>
２月は発生事故が多いだけで無く、死亡事故も３件

発生しており、今年度の死亡事故による死亡者数は７

人となっています。

～近畿地方整備局管内で２月に起きた死亡事故【高所作業車の作業床の下敷きに 】>
［事故の概要］

トンネル補修工事において、作業員３名によりトンネル内の古いモ

ルタル撤去作業に用いていた高所作業車の清掃作業を行っていたとこ

ろ、突然作業床が降下した為にその下に体を潜り込ませてガラの除去

を行っていた作業員が高所作業床の下敷きとなりました。

［原因］

1.作業手順・方法が明確に指示されていなかった

2.上げた作業床に安全支持棒などによる降下防止措置が無かった

3.特別教育を受けていない作業員が操作を行った

4.作業指揮者、誘導者が配置されていなかった
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（平成１３年２月２８日現在）２月の事故速報
発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

２月１日 バイパスの一般国道との合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た
滋賀県 一般車が曲がり切れずにガードレール等と接触した。

不明 〔物損：ガードレール等 一部損傷 〕

２月１日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が雪の為に曲がり切れずにガードレール等と接触した。

７：３０ 〔物損：前出の事故の後の為、損害状況は解らず 〕

２月１日 河川改良工事において、道路法面を深礎工により防護処理していたところ、施工箇所に沿って設置していた工事用バリケードに、走行
大阪府 して来た一般車が接触した。

１８：３０ 〔物損：一般車 一部損傷 〕

２月２日 仮設防護柵設置工事において、ダウンザホールハンマーによる削孔引き抜き中、前日の雨により土が湿っていた事から圧縮空気により
滋賀県 土が飛散し、走行して来た一般車が土を被った。

１４：３０ 〔物損：一般車 ボンネット等に土が飛散 〕

２月２日 道路工事用道路工事において、仮置き場から工事現場に戻るダンプトラックが荷台を上げたまま走行したところ、道路を横断している
京都府 架空線を引っかけ、架線の控線の電柱が折れた為に車道がふさがれ一時通行止めとなった。NTT

１４：４５ 〔物損：NTT電柱１本が倒壊 ２時間半通行止め 〕

２月３日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が過積載、速度超過により曲がり切れずにガードレール等と接触した。

９：００ 〔物損：防護柵、縁石など 一部損傷 〕

２月５日 光ケーブル敷設工事において、片側交互通行規制を行っていた。交通整理員の合図により、停止位置で一般車（軽自動車）が停止して
和歌山県 いたが、発進したために交通整理員が停止をさせたところ、後方から走行して来た後続車（２ｔトラック）が軽自動車に追突した。

１：００ 〔物損：一般車２台 バンパー等一部損傷 〕

２月７日 道路付属物改良工事において、工事車輛出入口の誘導の為、交通整理員を道路路肩部に配置していたところ、走行して来た一般車が運
和歌山県 転操作を誤り、雨天により路面が濡れていたためスリップして交通整理員と接触した。

１５：００ 〔交通整理員：頭部打撲、指関節打撲 〕

２月８日 砂防工事において、擁壁天端の埋戻し作業で土砂をかき均していた作業員が、突然座り込む様に後方に倒れ、救急車により病院へ搬送
兵庫県 したが、すでに死亡していた。

９：５５ 〔作業員：死亡 〕

２月８日 標識設置工事において、片側交互通行規制により道路区画線の検寸を行っていたところ、走行して来た一般車が突然規制内に進入し、
兵庫県 作業員と接触した。

１５：００ 〔作業員：重傷 〕

２月９日 トンネル工事において、停車中のモノレールを作業員が材料置き場へ移動させようと始動レバーをひいたところ、モノレールの移動と
滋賀県 同時に作業員がバランスを崩してレールをつかんだ為、モノレールの台車に指を轢かれた。

１１：００ 〔作業員：右手指骨折 〕

２月９日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が速度超過により曲がり切れずにガードレール等と接触した。

１５：３５ 〔物損：防護柵、クッションドラム等 一部損傷 〕

２月１０日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が速度超過により曲がり切れずにガードレール等と接触した。

１４：５０ 〔物損：防護柵等 一部損傷 〕

２月１０日 道路維持作業において、片側交互通行規制により情報ＢＯＸのマンホール補修作業を行っていたところ、交通整理員の停止指示に従わ
京都府 ずに規制区域に進入した一般車が交通整理員と接触した。なお、一般車はそのまま立ち去った。

１：２０ 〔交通整理員：死亡（約２時間半後） 〕

２月１０日 トンネル補修工事において、作業員３名によりトンネル内のモルタル撤去作業に用いていた高所作業車の清掃作業を行っていたとこ
福井県 ろ、上げていた作業床が突然降下し、車体と作業床の間に体を入れる形で作業をしていた作業員が挟まり、病院に搬送したが、約３０分

１０：２０ 後に死亡した。
〔作業員：脳挫傷 死亡（約３０分後） 〕

２月１２日 道路維持作業において、路肩側１車線規制を行いガードレール取替作業を行っていた。作業の完了により、規制を行ったまま撤去した
大阪府 ガードレールを作業車に積み込んでいたところ、一般車が規制内に進入し、作業員及び作業車と接触した。

１０：３０ 〔作業員：２名が打撲、骨折等 〕

２月１３日 道路維持作業において、保安施設の設置を行う為に、作業車を路肩に停車し、作業員全員が下車したところ、走行して来た一般車が前
滋賀県 方不注意により作業車に追突した。なお、事故時に回転灯は設置してあった。

１３：３０ 〔物損：維持作業車 一部損傷 〕

２月１４日 道路維持作業において、歩道防護柵の設置を行う為に、通行車両への注意と歩行者の誘導を行う為に交通整理員を配置していたが、走
京都府 行して来た一般車（４ｔトラック）が路肩で誘導を行っていた交通整理員に接触した。

１１：０５ 〔交通整理員：打撲等 〕

２月１５日 光ケーブル布設工事において、片側交互通行規制の工事用信号現示により停止していた工事車輛（４ｔトラック）が青になった為、発
三重県 進したところ、後方より走行して来た一般車（軽自動車）の左側面と接触した。

９：００ 〔物損：一般車 一部損傷 〕

２月１５日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が速度超過により曲がり切れずにガードレール等と接触した。

１０：００ 〔物損：防護柵等 一部損傷 〕

２月１５日 バイパスと一般国道の合流地点改良工事において、仮設ガードレール及び、バリケード等で誘導を行っていたところ、走行して来た一
滋賀県 般車が速度超過により曲がり切れずにガードレール等と接触した。

１３：３０ 〔物損：防護柵等 一部損傷 〕

２月１５日 排水機場の遠方監視制御設備添付工事において、排水機に取り付ける振動ピックアップゲージの調整の為、動力用発動機（ディーゼル
京都府 エンジン）を運転していたところ、エンジンの消音器が破裂、風圧により建屋の窓ガラスが破損し、その破片が屋外で作業をしていた作

１４：３０ 業員に当たった。
〔作業員：右足膝挫創 〕

２月１５日 舗装復旧工事における、情報管路用ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ設置作業において、歩道部を削岩機により掘削作業中、コンクリート版が露出し、共同溝工
大阪府 事担当に確認を行ったが、不明物であった為に過去の基礎遺物であると判断して作業を進めたところ、鉄道地下部の天井を打ち抜いた。

１６：００ 〔物損：鉄道地下通行部分天井一部損傷（半径約１０㎝程度） 〕

２月２０日 営繕工事において、ホイルクレーンによる作業を行っていたところ、近接する架空高圧電線（2.2万 ）にブームが接近しすぎた為にシV
大阪府 ョートし、短時間であるが送電に支障を来した。

９：１５ 〔停電：約4,000世帯が約１分間の停電 〕

２月２１日 高架橋下部工事において、橋脚柱部施工の為の足場を組立作業中、作業員が足場上を移動中に足を滑らせ約12 下へ墜落した。m
和歌山県

１６：２０ 〔作業員：頬骨骨折等 現在入院中 〕

２月２７日 トンネル工事において、工事に使用している重ダンプトラックを坑外で整備を行っていたところ、作業員が運転席から降りる際に足を
大阪府 滑らせ、その弾みで運転席のドアが閉まった為に左手が挟まり負傷した。

１０：００ 〔作業員：左手中指骨折 〕


